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拡張期血圧85－89mmHg）十1度高血圧患者（収

縮期血圧140－159mmHgまたは拡張期血圧90－

99㎜Hg）H群，の2群である．　G皿A　70mg舗

飲料水を1日1本12週間摂取し，2週間毎に血

圧・血液生化学・尿を検査した．その結果，診察

所見・自覚所見で有害事象は見られなかった．N

群では摂取による血圧の有意な変化は見られなか

った．H群では，摂取6週目から血圧低下が見ら

れ，開始日（収縮期血圧136±2rr血Hg）と比較

して10・12週目に有意な低下が見られた（収縮

期血圧129±3・128±4mmHg，両p＜0．05）．

摂取中止2週後は更に血圧が低下し（126±3

㎜Hg，　p＜α05），中止4週後に血圧が上昇して

きて摂取前と差が見られなくなった（130±

4㎜Hg）．摂取による唖生化学・尿検査の異常

変化は見られなかったが，血糖値・γ一GTP・

LDHの有意な低下と総コレステロール値の低下

傾向が見られた，以上からGABA・リンゴ酢含有

飲料水は血圧が高めの方では，緩やかに血圧を降

下させ安全性が高いことが示唆された．

皿．特　別　講　演

中枢性循環調節　過去一現在一未来

　　和歌山県立医科大学　医学部

　　生理学第2講座　　前田　正信

　腎動脈内アブレーションによる高血圧治療が

注目を集めている，それに伴い，高血圧の要因と

して神経性高血圧にも注目が集まっている．今回

は，脳による血圧の神経性調節機構（中枢性循環

調節）の研究の過去，現在を振り返り，この20

年の進歩を見直す．そして，現在どのような問題

点があり，未来に残された課題について述べる．

　多くの研究分野がそうであるように，中枢性循

環調節の研究も研究方法の進歩に伴い発展して

きた．

　過去に，Alexanderは，ネコの脳の切断実験と

電気刺激を行い，延髄に血圧の昇圧部と降圧部が

あることを見出し「循環中枢」の概念を確立し

た，しかし，脳の電気刺激では，その部を通過す

る線維もその部に存在する神経細胞も両方刺激

され，その部の神経細胞のみの機能が不明であっ

た．

　1970年代になり，cotton　ringを用いた方法が開

発され，脳の表面の神経細胞の機能がわかるよう

になった．

　1980年代には，脳内の特定の部位へ薬剤を微

量注入することで化学刺激する方法が開発され

た．この方法で，中枢性循環調節の研究は飛躍的

に進歩した．脳のどの部位が循環調節に関与して

いるかが正確に解明され，動脈圧受容器反射の脳

内経路が確立し，それに関与するneurotransmit－

ter，　receptorも同定された．

　1990年代からは，分子生物学が急速に発展し，

中枢性循環調節の研究にも分子生物学的方法が

用いられるようになった，

　現在では，生理学的方法に分子生物学方法を組

み合わせ実験が行われることが多い．また，動物

を麻酔せず意識下で実験する方法も試みられて

いる．電気生理学的方法は古くからずっと行われ

てきており現在も続いている．

　未来に今後解決せねばならない課題として，血

圧や心拍数をモニターを中心に研究されている

ことの問題点，心臓血管中枢の中に各臓器別の機

能局在，生体に多くのneurotransmitter，　receptor

が存在する理由等が挙げられる．未来の研究のあ

り方を論じたい．
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